
【今後の研究計画】

まずは上述したように，一般化されたワイエルシュトラス型表現公式によるC3の特殊ラグラン

ジュ錐の構成法を複素錐 Qn
0 に於いて考察する．前結果の類推より，Qn

0 の特殊ラグランジュ錐を

得ることは局所的に，リーマン面 Sから S2 ×S2 への極小ラグランジュはめ込みを求めることと等

しい．すなわち，極小ラグランジュはめ込み ψ : S → S2 ×S2 を与えるような表現公式の初期値を

定めれば，前結果と同様に Qn
0の特殊ラグランジュ錐を構成し得る．この場合，何らかの可積分系

が対応するかどうかはより重要な点である．

また，S2×S2のケーラー・アインシュタイン構造に付随して現れる佐々木-アインシュタイン構造
に関しても，極小ルジャンドルはめ込みに対して並行した議論ができるのではないかと思われる．

極小ラグランジュはめ込み ψ : S → CP2，したがってC3 の特殊ラグランジュ錐を構成する際の

初期値となる S上行列値１形式は，SU(3)のループ環のあるクラスに値を取る．これは多様体の観
点からすると，SU(3)のループ群のあるクラスが，C3 の特殊ラグランジュ錐に対応することを示

している．本研究では，この C3 の特殊ラグランジュ錐に対応する部分ループ群が，SU(3)のルー
プ群に於いてどのような幾何学的性質をもつかを考察する．

ループ群は無限次元多様体である一方，フーリエ解析学やリー環論が有用でもあることより，比

較的良くその幾何学的構造が知られている．特に，基点付きループ群については，その曲率や特

性類がチャーン‐ヴェイユ理論や指数定理を用いて求められるなど (D. Freed, The geometry of loop
groups, 1988)，微分幾何的な観点からもループ群を研究する手段は多い．これらの先行研究を踏ま
えつつ，特殊ラグランジュ部分多様体に由来するクラスの幾何学的な特徴付けを行う．

３次元の場合に於いては，特殊ラグランジュ錐に由来する等質空間，及び戸田格子方程式系に

由来する等質空間の間に同型関係をみることができる．特殊ラグランジュ錐とループ群の間の対

応関係が明らかになれば，ループ群によってこの二つの等質空間の相違を記述することが期待さ

れる．

特殊ラグランジュ錐と可積分系の対応は，対応する調和写像の定義域が２次元であるという特

殊性に依拠しており，高次元に於いて両者の間に同様の対応があるかどうかは定かでない．一方，

より高次元の場合にも，特殊ラグランジュ錐に由来する等質空間は定義が可能である．したがっ

て，３次元に於ける特殊ラグランジュ錐，及び可積分系に由来する等質空間同士の対応をループ

群の言葉で記述できれば，高次元特殊ラグランジュ錐に対応する対象及びその可積分性などを検

証することができる．

上記の研究題目とは別に，特殊 (極小)ラグランジュ部分多様体に於けるバブル現象についても
興味を抱いている．

バブルは２次元球面からコンパクトリーマン多様体への調和写像を構成する際に初めて観察さ

れた現象 (J. Sacks and K. Uhlenbeck, The existence of minimal immersions of 2-spheres, 1981)で，２
次元定義域をもつ調和写像のみならず，シンプレクティック幾何学の文脈に於いても現れるなど，

その考察が既に多く成されている．

２次元カラビ-ヤウ多様体 (或いはより一般にシンプレクティック多様体)の特殊 (２次元極小)ラ
グランジュ部分多様体に対してもバブルは起こり得るか，という問いは，その発展性の有無は別

としても，幾何学的観点からは素朴で自然な要請であるように思われる．本研究ではこの問いに

対する答えを与えてみたい．
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